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鹿島市緊急経済対策 第２弾

事業継続支援事業 給付金

予算総額

1億1,700万円

◆第１弾 飲食店緊急支援事業：1,500万円【財政調整基金】

◆第２弾 事業継続支援事業：1億200万円【ふるさと納税基金】

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、

経営にお困りの事業者・自営業者に対する支援策



鹿島市緊急経済対策 第１弾 [先行実施分］

飲食店緊急支援事業

➢新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、不要不急の

外出や三密の集まりなどの自粛要請下、

⇒ 厳しい経営環境にある飲食業者への支援策として

⇒ 鹿島市と市民が一体となって市内の飲食店を支える

「テイクアウト＆デリバリー推進キャンペーン」を実施

➢特設ホームページの開設や専用チラシを作成し、市内飲食店の利用を促進

➢4月29日から、市内登録飲食店で利用できる額面200円のクーポン券を発行
➢市内登録飲食店でテイクアウトまたはデリバリーのご利用、支払い500円ごとに、

クーポン券１枚を発行 ⇒ 次回のご利用からクーポン券は使用可能

➢クーポン券利用期間：４月２９日～７月１２日 事業費：1,500万円
-1-



鹿島市緊急経済対策 第２弾 事業継続支援事業

Ⅰ 店舗休業協力給付金 15万円/1事業者あたり

【対象者】

➢佐賀県の休業要請等に応じて、休業や時短営業を実施した市内事業者
【申請書類】

➢鹿島市休業協力給付金申請書
➢営業実態の確認資料（確定申告の写し等）・休業状況等の確認資料・
通帳の写し・市税の滞納のない証明・誓約書 等

【受付期間】

➢５月11日(月)～6月1日(月)
➢受付から概ね1週間を目途に給付

予算額：3千万円

佐賀型店舗休業支援金15万円に加えて、鹿島型休業協力金15万円を支給
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鹿島市緊急経済対策 第２弾 事業継続支援事業

Ⅱ 貸店舗型休業協力給付金 10万円

【対象者】

➢佐賀県の休業要請等に応じて、休業や時短営業を実施した市内事業者

の方で、貸店舗で営業を営む方には、10万円を上乗せ支給
【申請書類】

➢鹿島市休業協力給付金申請書及び添付書類に追加して、
※貸店舗の賃貸契約の写し 等

【受付期間】

➢５月11日(月)～6月1日(月)
➢受付から概ね1週間を目途に給付

予算額：1千万円

総額30万円の休業協力金に加えて、鹿島型貸店舗給付金10万円を支給
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鹿島市緊急経済対策 第２弾 事業継続支援事業

Ⅲ 鹿島型持続化給付金 法人20万円・個人10万円

【対象者】

➢国の持続化給付金支給の対象外となる市内事業者
※今年1月~4月のひと月の売上が前年同月比で20~49%減少した事業者

【申請書類】

➢鹿島市持続化給付金申請書
➢確定申告書類等の写し・減少となった売上台帳等の写し・通帳の写し・
市税の滞納のない証明・誓約書 等

【受付期間】

➢５月11日(月)～6月1日(月)
➢受付から概ね1週間を目途に給付

予算額：6千万円

国の持続化給付金制度の対象外となる方に鹿島型給付金最大20万円を支給

-4-



【給付金パターン】

佐賀型
休業支援金

鹿島型
休業協力給付金

鹿島型
貸店舗給付金

国
持続化給付金

合計

15万円 15万円 10万円
100万円
~200万円

最大140万~
240万円の支援金

佐賀型
休業支援金

鹿島型
休業協力給付金

鹿島型
貸店舗給付金

鹿島型
持続化給付金

合計

15万円 15万円 10万円
10万円
~20万円

最大50万円~
60万円の支援金

➢休業・時短営業を実施した方で、売上が前年同月比50%以上減少した事業者

➢休業・時短営業を実施した方で、売上が前年同月比20~49%減少した事業者

-5-


